
医薬情報科学 

責任者・コーディネーター  情報薬科学分野 西谷 直之 教授 

担当講座・学科(分野) 情報薬科学分野 

対 象 学 年  4  

区分・時間数 講義 15 時間  期 間  前期  

単 位 数 1 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 医薬情報科学は、薬物の適正使用のために必要な情報の収集、および活用を期するための基礎的な

知識の修得を目指す。情報収集、評価、患者への提供ならびに、十分な科学的根拠に基づく医学につ

いて理解を深める。この科目は、3 学年までに学習した薬物治療の成り立ちを深く理解するととも

に、5 学年に履修する治療戦略概論、医薬品情報セミナー、実務実習の実践的思考能力を形成する基

盤となる。  

・教育成果（アウトカム） 

 科学的根拠に基づく医学を実践する医療従事者として、常に参照すべき医薬品情報について理解を

深める。医療用医薬品添付文書、薬効、警告、禁忌、相互作用、副作用、薬物動態など医薬品情報と

患者情報について理解し、個別化薬物療法の知識を修得することで、個々の患者に応じた投与計画の

立案が可能となる。                      (ディプロマ・ポリシー：4, 6） 

・到達目標（SBO） 

1. 医薬品を使用と取扱いにおける必須の医薬品情報を列挙できる。 

2. 医薬品情報に関わる職種を列挙し、その役割について概説できる。 

3. 医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性試験

3. 等）と得られる医薬品情報について概説できる。 

4. 医薬品の市販後に行われる調査・試験と得られる医薬品情報について概説できる。 

5. 医薬品情報の基となる法律・制度（薬事法、GCP、GVP、GPSP、RMP など）を作る根拠である 

3. 「レギュ ラトリーサイエンス」について概説できる。 

6. 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説できる。 

7. 医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙し、それらの特徴について説明できる。 

8. 科学的証拠に基づく医療（EBM）の意義と実践法を概説できる。 

9. 薬物治療に必要な患者情報の種類を挙げることができる。 

10. 厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの発行する資料を列挙し、概説できる。 

11. 医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけについて説明できる。 

12. 医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目（警告、禁忌、効能・効果、用法・用量、使用上

12. の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内容について説明できる。 

13. 医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いについて説明できる。 

14. MEDLINE などの医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理

12. 解し、検索できる。 

15. 代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコントロール研究など）のエ



12. ビデンスレベルについて概説できる。 

16. メタアナリシスについて概説できる。 

17. 医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概説できる。 

18. 医薬品相互作用による併用禁忌の根拠となった学術論文（英文）を収集し、評価できる。（☆） 

19. 薬物治療の実施にあたり、薬物体内動態に影響を与える年齢的要因、生理的要因に配慮できる。 

・講義日程                             （矢）東 104 1-D 講義室 

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

4/18 水  3  情報薬科学分野 西谷 直之 教授  

医薬情報科学の概要 

1. 医薬品情報を列挙できる。 

2. 医薬品情報に関わる職種の役割に

ついて概説できる。 

4/23 月  3  情報薬科学分野 西谷 直之 教授  

医薬品開発と医薬品情報 

1. 医薬品開発過程で得られる医薬品

情報について概説できる。 

2. 医薬品の市販後調査で得られる医

薬品情報について概説できる。 

3. 医薬品開発に関連する法律・制度

とレギュラトリーサイエンスについ

て概説できる。 

5/11 金  3  情報薬科学分野 西谷 直之 教授  

医薬品情報源とその収集 

1. 一次資料、二次資料、三次資料に

ついて概説できる。 

2. 医薬品添付文書の記載項目を概説

できる。 

3. 医薬品インタビューフォームの位

置づけを説明できる。 

4. 文献データベースの検索方法を概

説できる。 

5/11 金  4  情報薬科学分野 西谷 直之 教授  

根拠に基づく医療（EBM） 

1. EBM の意義と実践法を概説でき

る。 

2. 薬物治療に必要な患者情報を列挙

できる。 

3. 医薬品の効果や副作用を評価する

ために必要な患者情報について概説

できる。 

4. 臨床研究のエビデンスレベルにつ

いて概説できる。 

5. メタアナリシスについて概説でき

る。 

6/4 月  3  薬物代謝動態学分野 小澤 正吾 教授 
薬の効果や副作用に影響する肝機能

障害・腎機能障害 

1. 腎疾患・腎機能障害と薬物動態の



変動の関連を理解し、薬物治療上注

意すべき点について概説できるよう

になる。 

2. 肝疾患・肝機能障害と薬物動態の

変動の関連を理解し、薬物治療上注

意すべき点について概説できるよう

になる。 

6/11 月  3  薬物代謝動態学分野 小澤 正吾 教授 

医薬品相互作用情報の収集・評価の

実践（１） 

1. 処方せんなどから医薬品相互作用

の問題点を理解し、薬物治療上注意

すべき点について概説できるように

なる。 

2. 筋弛緩薬チザニジンとシプロフロ

キサシンの併用禁忌に関する情報収

集の必要性に気づき、関連論文を収

集することができるようになる。 

6/13 水  2  薬物代謝動態学分野 小澤 正吾 教授 

医薬品相互作用情報の収集・評価と

情報提供の実践（２） 

1. 筋弛緩薬チザニジンとシプロフロ

キサシンの併用禁忌に関する論文読

解を通じ、医薬品情報の収集と評価

を自ら実践できるようになる。 

6/18 月  3  薬物代謝動態学分野 寺 島  潤  助 教 

薬の効果や副作用に影響する遺伝的

な素因 

1. 遺伝的な素因について、そのメカ

ニズムを概説できる。 

2. 遺伝的な素因が及ぼす薬の効果、

副作用の個人差について具体例を挙

げて説明できる。 

6/25 月  3  薬物代謝動態学分野 寺 島  潤  助 教 

薬の効果や副作用に影響する後天的

な要因（年齢的要因、疾患による臓

器機能など） 

1. 年齢的要因が身体に及ぼす影響に

ついて概説できる。 

2. 年齢的要因が及ぼす薬の効果、副

作用について説明できる。 

3. 薬の効果、副作用に関わる、疾患

による臓器機能屁の影響について具

体例を挙げて説明できる。 

7/2 月  3  薬物代謝動態学分野 寺 島  潤  助 教 

薬の効果や副作用に影響する生理的

要因・栄養状態 

1. 薬の効果と、生理的、栄養的要因

の関係について説明できる。 

2. 薬の副作用に影響する生理的要



因、栄養状態について具体例を挙げ

て説明できる。  

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  
Standard textbook 標準医療

薬学 医薬情報評価学  
山田 安彦 編 医学書院 2009 

参  

スタンダード薬学シリーズ６ 

「薬と疾病Ⅲ 薬物治療(2)

および薬物治療に役立つ情

報」  

日本薬学会 編 東京化学同人 2005 

・成績評価方法 

定期試験（出題範囲に英文学術論文の収集・評価を含む、100％）で評価する。  

・特記事項・その他 

授業における確認問題の解答・解説を翌回の講義で解説する。医薬品情報を収集・評価・加工する

こと、ならびに患者情報を知って、正しい薬物治療に従事することが必要である。本科目で扱われる

言葉は少し難しく、その意味を正しく理解する必要がある。毎回配布されるレジメや教科書を用いて

事前学修（予習・復習）を行うこと。各授業に対する事前学修 （予習・復習）の時間は最低 30 分を

要する。  

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  カラープリンター（理想科学 HC5500） 1  講義プリントの作成のため  

  


